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1･ ZrTe5の巨大抵抗異常

岡 田 重 人

Y族遷移金属カルコゲナイ ド･MXi,MX3の多くは,系の低次元性に起因するCDW転移を

起こすことが知られている｡本研究は,これらの低次元系をⅣ族を含め,他のポリカルコゲナ

イ ドに拡張する過程で発掘されたZrTe5(Ⅳ族MX5) に関するものである｡

[研究対象];Ⅳ族MX5は従来のV族MX3やⅣ族MX3と同様,3角柱からなるチェイン構造

を取っているが,それに加えて各チェイン間に残 りの2つのTe原子が挿入されており,これ

がその次元性に及ぼす影響に興味が持たれる系である｡

[研究目的];Ⅳ族MX5物質群の一員 ZrTe5は,140K付近で比抵抗値に巨大な極大を示す｡

この巨大抵抗異常の発現機構の解明が本研究の目的である｡

[実験結果];この巨大抵抗異常がV族MX系同様その低次元性に起因するCDW転移による

ものか否かを探るため,CDWが系に及ぼす次の3つの効果を調べ,否定的な結果を得た ｡

i) CDWに伴なう格子変調による超格子反射-電子線回折

iDCDWの slidingによる非線型電気伝導-D.C.及び pulse法による1-V特性

iiDnestingによるフェルミ面消滅に伴なうキャリア数減少- Faraday法によるxl-T特性

以上の実験でCDW転移の可能性が否定されたことからⅣ族MX5の低次元性はさほど強 くな

いと予想され,比抵抗及び帯磁率の異方性の測定からこれを確認 した｡
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[結果の解析];フェルミ面が smallmetauicpartと narrowgapsemiconductingpartからな

るバンドモデルを想定することによって

j) 伝導度の温度依存性

iD帯磁率の温度依存性

iiD伝導度と帯磁率の異方性 (Ap,Ax)の温度依存性

に矛盾ない説明を与えることができた

[結論];ZrTe5は従来の †族MX系低次元導体とは異なり,低次元性の強くない,しいて

いうならば,異方性のある3次元導体でその巨大抵抗異常は低次元現象ではない｡

2･ 強磁性金属合金Fe65Ni35,Fe70N130,Fe72Pt28,ZrZn2,Au4V

の磁化とキューリ温度の圧力効果

林 和 彦

典型的なインバー合金 ･Fe65Ni35は室温で熱膨張率が異常に小さいだけでなく,他の種々の物

理量に異常な値をもつ｡これらの異常性は,磁性と体積の結びつき,即ち,磁気体積効果が異

常に大きいことに起因していると考えられる｡ この磁気体積効果の解釈はインバー異常を解明

するだけでなく金属強磁性の発生原因,即ち,金属強磁性理論の是非を議論するときの論争の

重要な焦点となっている｡このような観点からいままで.Fe-Niインバー合金に対 し,低温で

磁化の圧力効果が測定されてきたが,圧力領域,温度領域がせまく実験データが不十分であっ

た｡また_Fe-Pt系インバー合金に対 しての低温の実験は全く行なわれていなかった｡この為

我々は,低温から室温まで連続的に磁化の圧力効果を測定する方法を開発し,それを用いてイ

ンバー異常の根底ともいえる磁気体積効果を明らかにすることを第一の目的とした｡そしてさら

らに,その対象を金属強磁性物質全体へと拡げてゆき,磁気体積効果を磁化とキュー リー温度

の圧力効果という観点から整理 ･検討した｡この目的の為の実験方法は以下の様なものである｡

静水圧下で磁化を求めるため, ピス トンシリンダー容器内部に試料とコイルを入れ,パルス

磁場法により磁化を求める方法を開発し,それを用いて測定した ｡ このピス トンシリンダーを,

従来当研究室で用いられてきた極低温高圧用クライオスタット内に入れ,一定圧力の下で4.2

Kから室温付近までの磁化の温度変化を求めた｡これらの実験の結果,インバー合金Fe65Ni35,

･Fe70Ni30,Fe72Pt28 の磁化の圧力効果に関して,次の様な結果が得られたo 即ち,-Fe-Ni

インバーでは低温からの室温まで磁化の圧力効果がほぼ同程度に大きいのに対し,ーFe-Ptイ

ンバーでは低温では,純鉄と比較しうる程小さいのに室温付近で急激に大きくなった｡これら
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